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9.  研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

 日本のソフトウェア産業におけるエンタプライズ系ソフトウェア・エンジニアリング
の実践力を測定する尺度（SE度）、および経営力、経営環境の関係性分析を継続した。
 経年比較については、基礎調査（2005～2007年度）に回答したIT企業151社を特定し、
これらの企業の財務データ（1999～2008年度）を結合したデータ・ベースを作成して、
SE度と経営力に関するパネル分析を行った。分析の結果、SE度を構成する要素の内、人
材育成力、プロジェクト管理力、品質管理力が起点となり、顧客接点力、開発技術力、
プロセス改善力、アウトプット力を向上させ、収益性や安定性といった経営力のレベル
や成長に影響を与える因果構造が実証された。今後、メーカー系、ユーザー系、独立系
の差異に関する詳細な分析など、競争環境に踏み込んだ研究が重要である。 
国際比較については、米国IT業界の基本情報を収集すると共に、国際学会での発表・

議論を通して、日本と他国の産業構造を比較分析する視点を整理した。これらの比較分
析に基づき、簡易なエージェント・ベース・シミュレーションを用いて、日本のIT産業
の構造に関する将来予測を行った。シミュレーションの結果、日本のITベンダーによる
技術イノベーションへの適応力や価格設定、オフショア開発への取組みなどの要因が、
日本のIT産業における多重下請構造に大きな影響を与える状況が再現された。今後、よ
り詳細なモデルに基づく分析が求められる。 
さらに、ITベンダー企業への社会調査に基づく本研究課題の結果および先行するITユ

ーザー企業に関する実証研究結果に関して、産学関係者に示し議論を進めながら、今後
の社会調査やシミュレーションにおける設計科学の可能性について提言した。     
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11.研究発表（平成２２年度の研究成果） 
  
〔雑誌論文〕 計（９）件  うち査読付論文 計（９）件 

著 者 名 論  文  標  題 
Yasuo Kadono, Hiroe Tsubaki,   

Seishiro Tsuruho 
STRUCTURAL RELATIONSHIPS AMONG SOFTWARE ENGINEERING      
CAPABILITIES IN JAPAN. 

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁

International Journal of Innovation and Learning 有 掲載確定 ２ ０ １ １ － 

 
著 者 名 論  文  標  題 

Yasuo Kadono, Hiroe Tsubaki,   

Seishiro Tsuruho 
A STUDY ON RELATIONSHIPS AMONG SOFTWARE ENGINEERING      
CAPABILITY, COMPETITIVE ENVIRONMENT AND BUSINESS             
PERFORMANCE IN JAPANESE SOFTWARE INDUSTRY. 

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁

Proceedings of Technology Innovation and Industrial   
Management 2010 

有 － ２ ０ １ ０ － 

 
著 者 名 論  文  標  題 

Yasuo Kadono, Hiroe Tsubaki,   

Seishiro Tsuruho 
A STUDY ON MANAGEMENT OF SOFTWARE ENGINEERING CAPABILITY
 IN JAPAN THROUGH PANEL ANALYSIS. 

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁

Proceedings of 5th Mediterranean Conference on       
Information Systems (MCIS) 

有 － ２ ０ １ ０ － 

 
著 者 名 論  文  標  題 

Yasuo Kadono A Study on Management of Software Engineering Capability in Japan Through  
Cross-section Analysis and Panel Analysis. 

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁

Proceedings of 2010 International Conference on    

Management Science and Information Engineering 
有 － ２ ０ １ ０ Ⅳ181-185 

 
著 者 名 論  文  標  題 

Yasuo Kadono, Hiroe Tsubaki,   

Seishiro Tsuruho 
A Study on Management of Software Engineering Capability in Japan: Panel    
Analysis on Independent Vendors. 

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁

Proceedings of 2nd World Conference on Software     
Engineering 

有 － ２ ０ １ ０ － 

 
著 者 名 論  文  標  題 

Yasuo Kadono, Yoshito Imanishi A STUDY ON THE OFFSHORE SOFTWARE DEVELOPMENT OF JAPANESE
AND CHINESE VENDORS THROUGH AGENT-BASED SIMULATION. 

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁

Proceedings of 4th Japan China conference of         
Information Systems 

有 4 ２ ０ １ １ 57-60 

 
著 者 名 論  文  標  題 

Yasuo Kadono, Hiroe Tsubaki,   

Seishiro Tsuruho 
LONGITUDINAL MODELING OF THE SOFTWARE ENGINEERING 
CAPABILITIES AND PROFITABILITY OF SOFTWARE COMPANIES IN JAPAN.

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁

Proceedings of Technology Innovation and Industrial   
Management 2011 

有 掲載確定 ２ ０ １ １ － 

 
 
 
 
 
 



 

 

著 者 名 論  文  標  題 
Yasuo Kadono AGENT-BASED MODELING OF THE SOFTWARE INDUSTRY STRUCTURE IN 

JAPAN: PRELIMINARY CONSIDERATION OF INFLUENCE OF OFFSHORING 
IN CHINA. 

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁

Proceedings of Technology Innovation and Industrial   
Management 2011 

有 掲載確定 ２ ０ １ １ － 

 
著 者 名 論  文  標  題 

Yasuo Kadono Study on Management of Software Engineering through Statistical Analysis and 
Simulation. 

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁

Proceedings of Conference of Portland International    
Center for Management of Engineering and Technology 
2011 

有 掲載確定 ２ ０ １ １ － 

 
 〔学会発表〕計（５）件  うち招待講演 計（１）件 

発 表 者 名 発  表  標  題 
Yasuo Kadono Longitudinal Modeling of the Software Engineering Capabilities in Japan 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 
Proceedings of 2010 Computational Social Science     
Society Conference  （招待講演） 

2011年3月1日 The Institute of Statistical   
Mathematics (Tokyo, Japan) 

 
発 表 者 名 発  表  標  題 

Yasuo Kadono, Takao Terano,     
Yuya Ohkuma. 

Assessing the Current and Future Structures of Software Industries in Japan     
through Agent-based Simulation.  

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 
Computational Social Science Society Conference 2010年11月5日 Arizona State University  

(USA) 
 

発 表 者 名 発  表  標  題 
角埜恭央, アモロソ・ドナルド エンタプライズ系ソフトウェア産業の構造と課題―日米比較の試み  

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 
経営情報学会 2010年春季全国発表大会 2010年6月6日 東京工業大学（東京都） 

 
発 表 者 名 発  表  標  題 

角埜恭央, 大熊裕哉, 寺野隆雄 エージェント・ベース・シミュレーションを用いたソフトウェア産業の構造分

析 
学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

第17回社会情報学シンポジウム 2011年1月21日 電気通信大学（東京都） 

 
発 表 者 名 発  表  標  題 

大熊裕哉, 角埜恭央, 寺野隆雄 シュガースケープモデルを拡張したソフトウェア産業の構造分析 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 
計測自動制御学会第44回システム工学部会研究会 2011年3月10日 東京工業大学（東京都） 
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著 者 名 出 版 社 
角埜恭央 中央経済社 
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第6章「設計科学からみたIT経営の展開」 (pp.120-pp.143) 
根来龍之/経営情報学会編著 『CIOのための情報・経営戦略―ITと経営の融合』 

２ ０ １ ０ ３１４ 
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